
つくると食べるをつなぐコミュニティサービス 

『東北食べる通信』ご紹介 



特集した生産者のつくる生産物が一緒に届く 
「食べもの付き情報誌」 

■創刊: 
2013年7月16日 
 
■発行: 
毎月1回発行 
 
■申込: 
インターネットより申込  
 
■お届け: 
月末前後の指定の日時に郵送 
 
■価格: 
雑誌+食べ物(税・送料込み)で
2,580円 
 
■誌面形式: 
タブロイド16P 
 
■ウェブサイト: 
誌面情報に加えて、各種サー
ビスやイベント情報を掲載  
http://taberu.me  
 

月額2,580円で 
情報誌＋食べもの 

『東北食べる通信』とは 
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なぜ『食べる通信』なのか 

生産者（地方）と消費者（都市） 
双方が課題を抱えている 

○ 食糧確保の危機 
　・中国、インドが食糧輸入大国へ 
　・異常気象、水資源不足等 
 

○ 食の不安 
　・偽装問題、家畜伝染病、原発事故等 
　・食の安全性に関心がある94.6% 
　　震災で食品の安全性への不安が広がった26.1% 
 

○ 生きがいの喪失 
　・人口過密と過剰競争による疲弊 
　・コミュニティの希薄化、薄れる自己肯定感 
 

都市の課題 

○ 担い手不足・高齢化 
　・農業人口：10年前比38.5%減の192万2千人 
　・漁業人口：10年前比24.5%減の16万人 
　・65歳以上：65％（農）・36.9%（漁） 
 

○ 低収入 
　・農業所得：119.6万円 
　　（稲作家族では時給179円※2007年） 
  

○ ＴＰＰへの参加 
　・参加により国内の農林水産生産額は3,0兆円 
　　減少（政府試算）→生産者の生存競争が加速 
 

生産現場の課題 
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食の担い手たち

 　　   　   〈1970年〉　　〈現在*〉 
 

 ●農業者：1025万人　→　192万人（65歳以上65%） 
 ●漁業者 ：57万人　   →　  16万人（65歳以上36.9%） 
 ●合計：　1082万人　→　208万人 

※農業センサス2016、 
　農林水産省漁業労働力に関する統計より 

課題の根源は、食べる人とつくる人が離れてしまったこと 
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２０１６年、農業就業人口の65%が６５歳以上



生産者の生き様　／　農山村の歴史・文化　／　食育コンテンツ 

食べ物の裏側を伝える 



「食べ物の裏側」を商品に 

情報 食べもの 食べ 
もの 情報 →	



8	

創刊から4年 



つくり手のライフストーリーと共に、食べものをいただく。 
ごちそうさまを伝える。そんな新しい食体験。 

読む 
食べものの裏側、
つくり手の人生や
哲学がつまった情
報誌 

読むだけでは終わらない。”体感型”の情報誌 
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食べる つながる 
特集されたつくり手による
旬でとびっきりの食べもの
が自宅に届く 

生産者さんと読者だけが入
れる限定のFacebookグ
ループで直接交流ができる 



読んで、食べる、だけじゃない。 
お届けするのは「食に向き合い・楽しむ」一連の体験です 

 
到着日 
指定 

 
 

＜紙面到着＞ 
読む・学ぶ・ 
つくる・食べる 

 

 
生産者と交流 

送付準備完了の
メールから、ご希
望到着日を指定。 
ついてくる食べ物
の量も選べます。 

 
おかわり 

届いた誌面で、その食べ物の裏
側にあるストーリーや、食の知
識を学びましょう。さらに、自
分で調理にチャレンジ。誌面の
レシピを参考にするもよし、自
身でメニュー考案するもよし、
最高の一皿をご堪能下さい。 

読者のみが入れるSNS
グループで、レシピを
投稿したり、生産者へ
感謝の言葉を伝えま
しょう。質問もできま
す。 

堪能した食べ物を
もう１度２度、楽
しみたい場合は、
期間限定ですが追
加で注文すること
ができます。 

　毎月 中旬 毎月 下旬 いつでも 毎月末～翌月頭 

増量も 
できる！ 

読者限定
SNS 
グループ 

利用フロー 
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読者限定のFacebookグループを通じて、 
生産者と読者が直接つながる 

食べる通信コミュニティの入口 

レシピとともに 
「ごちそうさま」を直接伝える 

食べものを学び 
感動を伝える 

「世界一美味しい」→「今日も頑張
ります」生産者のやり甲斐に 





SNSコミュニティ指標 

会員限定Facebookページ 

Facebookグループ内での発信数 
 
・総ポスト数　　　257回  
・総コメント数　1,462回　 
・総いいね数　　5.939回　 
 
ホタテ号の一例（2014年4月25日～5月25日） 

会員から生産者へ 
「ごちそうさま」を伝える 

取材の裏舞台を公開 

読者が現地で配
送の手伝いを 

読者と生産者だ
けでなく、生産
者同士もつなが
りはじめた 



オフラインでも、もちろんつながる 

特集した生産者を都会に招いて行う毎月の 
「おかわりLIVE！」 

イベント 現地ツアー 

収穫や梱包発送作業のお手伝い、そのままBBQや
農家民泊など企画盛りだくさんの現地イベント 



コミュニティの生み出す波及効果（食べる人） 

食べる通信が生み出した読者と生産者のつながりは、 
食べる人を「消費者」から「自ら行動する生活者」へ変化させる 
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台風の影響でコンバインが動かなくなっ
た際に生産者が助っ人を募集。読者ら約
200名が秋田まで自腹で駆けつけ手刈り
で1haほどの田んぼの収穫をした 

2017年4月の「日本食べる祭り2017」には 
読者や生産者など計2000名以上が参加 

大学のゼミや有志らが自ら手伝いに 
現場へかけつける 



コミュニティの生み出す波及効果（生産者） 

食べる人とのつながりは生産者側にも大きな変化をもたらしている 
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特集された生産者および漁協が、
食べる通信読者がつくるファン
クラブメンバーとともに、自ら
「食べる通信」を立ち上げるこ
とになった 

横でつながる漁師たち。
不漁で悩む漁師を心配
し、隣の県からかけつ
けて網のアドバイスを 

衰退の一途をたどり農家2軒に
まで縮小していた会津の伝統野
菜「小菊かぼちゃ」は、食べる
通信を機にファンを獲得し作付
け面積を3倍に増やした 



食べる通信のコミュニティづくりのプロセス 

食べ物＋情報 
“つくる”へ参加
する消費者 

コミュニケーション 
（SNS、都内イベント・現地ツアー） 

感謝と誇りを取
り戻す生産者 

情報を届けるを超えコミュニティを形成。メディアの新しいあり方 
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